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平
成
二
十
七
年
度
を
迎
え
て 

 

広
島
市
老
人
大
学
院
Ｏ
Ｂ
会
会
長 

天 

畠 

重 

博
（
７
班
36
期
） 

先
の
定
期
総
会
に
於
い
て
会
長
に
選

任
さ
れ
、
35
年
の
歴
史
あ
る
会
と
７１９
名

の
会
員
の
組
織
運
営
に
私
で
務
ま
る
の

か
、
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
受

け
た
以
上
は
誠
心
誠
意
ベ
ス
ト
を
尽
く

し
ま
す
。
ま
た
先
輩
の
方
々
か
ら
の
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
頂
き
、
役
員
全
員

が
一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
先
輩
方
が
築

か
れ
た
O

B
会
組
織
運
営
を
継
承
し
て

い
き
ま
す
。 

 

現
在
老
人
大
学
グ
ル
ー
プ
が
使
っ
て

い
る
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
が
来
年

度
中
に
は
駅
前
に
移
転
し
ま
す
。
従
っ
て

千
田
町
は
最
後
の
年
に
な
り
ま
す
。
ス
ム

ー
ス
な
移
転
が
出
来
る
様
に
大
学
、
大
学

院
、
事
務
局
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
活
動

す
る
為
の
体
制
も
考
え
て
行
き
ま
す
。 

「
O

B
会
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
」
と
、

そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
会
運

営
を
し
て
い
き
た
い
。 

い
つ
参
加
し
て
も
明
る
く
・
楽
し
く
・

愉
快
に
過
ご
せ
「
ま
た
、
誘
い
合
っ
て
行

こ
う
」
と
言
え
る
よ
う
な
学
園
生
活
が
出

来
る
環
境
を
推
し
進
め
た
い
。 

行
事
参
加
率
を
向
上
さ
せ
て
、
会
員
皆

さ
ん
の
健
康
年
齢
を
引
き
上
げ
て
行
き

そ
し
て
誰
も
が
望
む
P

P

K
「
ピ
ン
・

ピ
ン
・
コ
ロ
リ
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

今
年
は
千
田
町
で
の
最
後
の
一
年
で

す
。
事
業
項
目
は
昨
年
と
同
じ
で
す
。
千

田
町
の
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
が
充
実
し
た
有

意
義
だ
っ
た
と
言
え
る
年
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
以
上
に
ご
意
見
、
ご

要
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
り
、
ご
協
力
を
頂

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

     

平
成
27
年
度 

Ｏ
Ｂ
会
新
任
役
員
名
簿 

会 
 
 

長 
 

 
 

天
畠
重
博 

36
期 

副
会
長
・
総
務
部
長 

坂
本
照
子 

36
期 

副
会
長
・
会
計
部
長 

浅
井
淑
子 

36
期 

副 

会 

長 
 

 
 

新
宮
勝
哉 

37
期 

顧 
 
 

問 
 

 
 

寺
田
太
信 

33
期 

顧 
 
 

問 
 

 
 

明
賀
彦
太 

34
期 

顧 
 
 

問 
 

 
 

小
松
清
志 

35
期 

総
務
副
部
長 

 
 
 

萩
守
才
造 

37
期 

会
計
副
部
長 

 
 
 

大
橋
美
恵
子
37
期 

学
習
部
部
長 

 
 
 

大
村
和
子 

36
期 

芸
能
部
部
長 

 
 
 

進
藤
素
之 

36
期 

 

文
化
部
部
長 

 
 
 

滝
口
明
弘 

36
期 

研
修
部
部
長 

 
 
 

岡
本
剛
毅 

36
期 

監 
 
 

事 
 

 
 

清
水
千
鶴
子
36
期 

 

監 
 

 

事 
 
 

 

濱
野
莞
爾 

37
期 

一
班 

班
長 

 
 
 

川
岡
高
志 

33
期 

二
班 

班
長 

 
 

 

竹
本
チ
エ
子
33
期 

 

三
班 

班
長 

 
 

 

清
田
輝
代 

33
期 

 

四
班 

班
長 

 
 
 

廣
畑
村
夫 

33
期 

五
班 

班
長 

 
 

 

堤
千
賀
子 

36
期 

六
班 

班
長 

 
 

 

田
村
直
美 

36
期 

 
七
班 

班
長 

 
 

 

川
野
裕
子 

36
期 

八
班 

班
長 

 
 
 

石
井
登
久
子
36
期 

 

｛
広
島
市
老
人
大
学
院
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
｝ 

会
長 

 
天
畠 

重
博 

(

宅) 

安
芸
区
矢
野
西
5-

15-

11 

電 

話 
0
8
2
-8

8
8
-4

7
3
0

 

 

【
総
務
部
ニ
ュ
ー
ス
】 

 

総
務
部
部
長 

 
 
 

坂
本 

照
子
（
８
班
３６
期
） 

       

皐
月
晴
の
5
月
8
日(

金)

平
成
27
年

度
開
講
式
・
第
一
回
講
座
並
び
に
定
期
総

会
が
広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
滞
り
な
く
終
了
、
新
年
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
総
務
部
会
で
は
、
会
長

よ
り
部
員
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
1
年

間
各
業
務
を
確
実
に
進
め
る
よ
う
、
助
言

が
あ
り
ま
し
た
。 

会
員
皆
様
を
一
番
に
・
・
・
各
業
務
を

務
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

① 

O

B
会
27
年
度
会
員
数(

5
月
末
現

在)

719
名
（
A
班
437
名
・
B
班
282
名
）

開
講
式
以
降
1
名
の
継
続
加
入
と
物

故
者
2
名
が
あ
り
ま
し
た
。 

② 

新
・
旧
役
員
懇
談
会
を
5
月
13
日

（
水
）
ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
新
・
旧
役
員
79
名
が
出
席
、

旧
役
員
に
対
し
て
一
年
間
の
労
を
ね

広
島
市
老
人
大
学
院 

Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス 

広
島
市
老
人
大
学
院 

Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス 

発 行 責 任 者 
ＯＢ会会長 
天 畠 重 博 
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ぎ
ら
い
、

先
輩
方
よ

り
激
励
の

言
葉
を
い

た
だ
き
楽

し
い
一
時

を
す
ご
し

ま
し
た
。 

③ 

諸
会
議
に
つ
い
て 

総
務
部
会
、
班
長
連
絡
会
、
役
員
連

絡
会
、
等
々
の
諸
会
議
は
計
画
的
に

開
催
し
、
O

B
会
運
営
に
関
す
る
連

絡
調
整
を
行
い
ま
す
。 

④ 

会
員
相
互
の
理
解
と
親
睦
を
深
め
る

た
め
、
懇
親
会
を
左
記
日
程
で
開
催

し
ま
す
。 

（
会
場
：
ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ
テ
ル
） 

第
1
回 

平
成
27
年
6
月
17
日
（
水
） 

A
・
B
班
合
同
懇
親
会 

(

1
・
2
・
5
・
6
班) 

第
2
回 

平
成
27
年
7
月
15
日
（
水
） 

A
・
B
班
合
同
懇
親
会 

（
3
・
4
・
7
・
8
班
） 

第
3
回 

平
成
27
年
10
月
28
日
（
水
）

A
班
懇
親
会
（
1
・
2
・
3
・
4

班
） 

第
4
回 

平
成
27
年
11
月
18
日
（
水
）

B
班
懇
親
会
（
5
・
6
・
7
・
8

班
） 

⑤ 

長
寿
者
の
表
彰 

今
年
度
中
に(

88
歳)

を
お
迎
え
の
会

員
の
皆
様
を
お
祝
い
し
、
9
月
の
講

座
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。 

⑥ 

趣
味
の
芸
能
発
表
会 

9
月
26
日
（
土
）
開
催
。
芸
能
部
主

導
の
も
と
で
総
務
全
般
の
業
務
を
推

進
し
、
会
場
の
確
保
、
会
場
設
営
の

担
当
業
務
を
行
い
ま
す
。 

⑦ 

安
全
祈
願
祭
と
新
年
互
礼
会 

 
 
 

平
成
28
年
1
月
5
日
（
火
）
広
島

護
国
神
社
に
て
安
全
祈
願
（
健
康
・

長
寿
）
を
行
い
、
ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ

テ
ル
に
お
い
て
新
年
互
礼
会
を
開

催
し
ま
す
。 

⑧ 
会
員
の
継
続
及
び
新
入
会
員 

28
年
度
の
継
続
更
新
と
新
入
会
員
入

会
手
続
き
を
１
・
２
月
に
行
い
ま
す
。 

⑨ 

物
故
者
へ
の
対
応
を
行
い
ま
す
。 

⑩ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
充
実 

 
 

第
11
回
は
ば
た
こ
う
交
流
会 

平
成
27
年
6
月
24
日
（
水
）
総

務
部
全
員
参
加
で
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

（
※
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
老
大
O

B
会
の

概
要
や
活
動
状
況
の
記
事
掲
載
と

更
新
を
し
ま
す
。 

《
総
務
・
会
計
部
員
名
簿
》 

 
 

坂
本 

照
子 

 

8
班
36
期 

 
 

新
宮 

勝
哉 

 

5
班
37
期 

 
 

萩
守 

才
造 

 

5
班
37
期 

 
 

浅
井 

淑
子 

 

5
班
36
期 

大
橋 

美
恵
子 

6
班
37
期 

【
学
習
部
ニ
ュ
ー
ス
】 

 

学
習
部
部
長 

 
 
 

大
村 

和
子
（
６
班
３６
期
） 

       

学
習
部
の
主
な
任
務
は
27
年
度
の
講

座
の
運
営
と
28
年
度
の
講
師
の
選
定
、
ま

た
老
大
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局
と
し

て
活
動
を
推
進
す
る
役
目
も
担
っ
て
い

ま
す
。
27
年
度
の
講
座
は
、
健
康
を
テ
ー

マ
に
し
た
も
の
、
音
楽
を
と
り
入
れ
た
も

の
、
広
島
カ
ー
プ
の
お
話
等
、
多
彩
な
テ

ー
マ
で
１１
講
座
を
組
ん
で
い
ま
す
。
講
師

の
送
迎
、
レ
ジ
メ
の
印
刷
や
会
場
の
準
備

な
ど
を
行
い
、
当
日
の
講
座
に
備
え
て
い

ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
出
席
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
7
月
講
座
日
に
は
、

来
年
度
の
講
師
選
定
の
た
め
の
講
師
選

定
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
興
味
深
い
話

題
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
ご
存
知
で
し

た
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

一
方
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
夏
・
冬
の

平
和
公
園
清
掃
活
動
と
秋
の
赤
い
羽
根

募
金
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
時
期
が

参
り
ま
し
た
ら
、
ご
案
内
し
ま
す
の
で
多

く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

《
学
習
部
員
名
簿
》 

 
 

大
村 

和
子 

 

６
班
36
期 

 
 

吉
岡 

育
枝 

 

８
班
36
期 

 
 

橋
本 

敏
子 

 

５
班
36
期 

 
 

谷
口 

日
出
子 

７
班
36
期 

 
 

長
田 

匡
白 

 

６
班
37
期 

 
 

惣
明 

逸
夫 

 

７
班
37
期 

 
 

天
川 

照
雄 

 

６
班
37
期 

 
 

藤
村 

磨
智
子 

６
班
37
期 

▼
第
１
回
講
座
の
概
要
に
つ
い
て 

 

『
若
者
が
憧
れ
る
「
素
敵
な
高
齢
者
」

に
な
る
た
め
に
～
社
会
福
祉
と
社
会
情

勢
の
今
後
を
見
据
え
て
』 

 
 

リ
エ
ゾ
ン
地
域
福
祉
研
究
所 

代
表
理
事 

丸
山 

法
子 

（
１
）
専
門
家
に
聞
い
た
「
年
を
重
ね
る
」

と
い
う
こ
と 

・
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
に
聞
い
た
こ

と
…
年
を
と
っ
て
も
清
潔
感
の

あ
る
人 

・
婚
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
聞
い
た
こ

と
・
・
・
シ
ニ
ア
向
け
の
婚
活 

・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
聞
い
た
こ

と
…
過
去
の
こ
と
に
こ
だ
わ
ら

な
い
。
未
来
志
向
の
方
が
あ
こ
が

れ
る
。 

・
医
師
か
ら
聞
い
た
こ
と
・
・
・
認

知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
は 
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口
の
中
の
ケ
ア
が
大
事
。 

（
２
）
こ
れ
か
ら
の
１０
年
を
見
通
す 

一
人
暮
ら
し
が
増
え
る
。
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
減
少
す
る
。
要
介
護
者

が
増
え
る
が
、
介
護
や
医
療
の
人
材

は
増
え
な
い
。 

（
３
） 

人
生
1
世
紀
時
代
の
新
し
い
高

齢
者
と
は 

 

人
生
は
ゆ
っ
く
り
、
や
れ
る
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る
。
九
十
年
、
百
年
生

き
る
時
代
に
な
っ
た
。
健
康
な
人
へ

の
ご
褒
美
・
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ 

安
心
で
き
る
我
が
家 

在
宅
介
護 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
水
戸
黄
門
の
１
時
間

を
人
生
に
重
ね
て
話
さ
れ
、
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
で
楽
し
い
ト
ー
ク
で
し
た
。 

▼
第
２
回
講
座
の
概
要
に
つ
い
て 

 

『
わ
が
故
郷
「
狩
留
家
」
の
活
性
化

に
思
い
を
寄
せ
て
～
「
狩
留
家
町
の

状
況
と
町
起
こ
し
の
プ
ロ
セ
ス
」
そ

し
て
ビ
ジ
ョ
ン
～
』 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
狩
留
家 

理
事
長  

黒
川 

章
男 

狩
留
家
と
い
う
町
は
、
安
佐
北
区
狩

留
家
町 

JR
芸
備
線
に
あ
り
ま
す
。
人

口
１
、
３
５
０
名 

４
５
０
軒
の
世
帯

数
で
す
。 

狩
留
家
地
区
社
協
と
し
て 

取
り
組
ん
だ
事 

（
１
）
健
康
寿
命
を
延
ば
す
活
動 

男
の
料
理
サ
ロ
ン 

わ
っ
は
っ
は 

 
 

 

ゆ
っ
く
り
歩
こ
う
会 

（
２
）「
福
祉
の
町
づ
く
り 

プ
ラ
ン
策
定
」 

 
 

①
「
福
祉
の
町
起
こ
し
」
を 

企
画
・
活
動
・
挫
折 

②
福
祉
事
業
を
始
め
る
に
は 

「
町
お
こ
し
」
が
必
要 

（
３
）｢

町
の
活
性
化
の
為
に｣

狩
留
家 

に
つ
い
て
考
え
た 

吉
田
郡
山
か
ら
広
島
へ
“
広
島 

城
築
城
の
道
”
１５０
年
の
衰
退
の

歴
史 

 
（
４
）
狩
留
家
な
す
・
・
地
域
ブ
ラ
ン 

 
 

 
 
 
 
  

ド
育
成 

て
く
て
く
中
郡
古
道 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動 

少
し
ず
つ
狩
留
家
へ
の
来
訪
客
が

増
え
て
き
た
。
平
成
２７
年
５
月

３０
日
、
JR
芸
備
線
開
通
１００
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、
郷
土
芸

能
、
シ
ャ
ギ
リ
、
和
太
鼓
演
奏
、

多
数
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

黒
川
さ
ん
の
、
狩
留
家
の
活
性
化
に
そ
そ

い
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
が
、
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

【
研
修
部
ニ
ュ
ー
ス
】 

 

研
修
部
部
長 

 
 
 

岡
本 

剛
毅
（
６
班
３６
期
） 

       

５
月
２０
日
（
水
）
第
一
回
研
修
部
の
会

議
を
開
催
し
、
本
年
度
の
研
修
旅
行
を
昨

年
度
と
同
様
、
日
帰
り
旅
行
を
２
回
、
一

泊
旅
行
を
１
回
実
施
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
日
帰
り
旅
行
の
日
程
と
行
き
先
を
左

記
の
通
り
取
り
決
め
ま
し
た
。 

な
お
第
三
回
の
一
泊
旅
行
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
た
め
て
研
修
部
よ
り
提
案
す
る

旅
行
先
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
と
づ
い
て

行
き
先
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。 

■
「
第
一
回
研
修
旅
行
（
日
帰
り
）」 

日
程 

Ｈ
２７
年
９
月
１５
日
（
火
） 

行
程 

「
島
根
県
大
根
島
／
由
志
園
」 

「
牡
丹
の
館
」
→
中
村
茶
舗
／
和
菓
子

老
舗
巡
り
→ 

“
や
ま
な
み
街
道
”（
３

月
２２
日
全
線
開
通
）
を
通
行
す
る
予
定 

■
「
第
二
回
研
修
旅
行
（
日
帰
り
）」 

日
程 

Ｈ
２７
年
１１
月
２７
日
（
金
） 

行
程 

紅
葉
の
名
所
・
東
行
庵
（
高
杉

晋
作
の
墓
所
）
→
宮
の
内
茶
寮
～
乃
木 

神
社
→
長
府
毛
利
邸
→
紅
葉
の
名

所
・
功
山
寺
／
長
府
博
物
館
→
長
府 

観
光
会
館 

研
修
部
で
は
部
員
一
同
、
一
人
で
も
多
く

の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
安
全
で

楽
し
い
、
思
い
出
に
残
る
旅
行
に
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

《
研
修
部
員
名
簿
》 

岡
本 

剛
毅 

 

６
班
36
期 

前
田 

栗
子 

 

６
班
36
期 

伊
籐 

早
苗 

 

７
班
36
期 

高
下 

美
智
子 

７
班
36
期 

中
村 

邦
恵 

 

７
班
36
期 

桒
原 

博
栄 

 

８
班
36
期 

山
河 

秀
真 

 

７
班
37
期 

原
田 

保
子 

 

５
班
37
期 

中
川 

芙
美
子 

５
班
37
期 

吉
村 

和
子 

 

８
班
37
期 

 【
芸
能
部
ニ
ュ
ー
ス
】 

  
 

芸
能
部
部
長 

 
 
 

進
藤 

素
之
（
８
班
３６
期
） 

       

今
年
は
芸
能
部
が
で
き
て
２
年
目
に

な
り
ま
す
。
部
と
し
て
の
活
動
も
過
去
２２

回
実
施
さ
れ
て
い
る
趣
味
の
芸
能
発
表
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会
の
実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き
継
ぎ
、
又

改
善
が
必
要
な
と
こ
ろ
は
改
善
し
な
が

ら
、
ス
ム
ー
ス
な
運
営
を
心
が
け
て
楽
し

く
賑
や
か
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
手
助

け
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

皆
様
方
は
去
年
よ
り
今
年
、
趣
味
に
サ

ー
ク
ル
活
動
に
更
に
磨
き
を
か
け
ら
れ

意
欲
も
高
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
拝
察
し
ま
す
。
年
に
１
回
の
こ
の
発

表
会
を
有
効
に
活

用
さ
れ
て
楽
し
さ

と
か
生
き
が
い
等

を
深
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
趣

味
の
芸
能
発
表
会

も
成
功
だ
と
思
い

ま
す
。 

★ 

開
催
日
９
月
２６
日(

土)

１０
時~

１６
時 

★ 

出
演
者
の
募
集
は
例
年
通
り 

７
月
１
日~

７
月
３１
日
ま
で 

★ 

班
別
の
コ
ー
ラ
ス
練
習
日
は 

A
班 

１
回
目 

８
月
１９
日
（
水
） 

２
回
目 

９
月
２
日
（
水
） 

B
班 

１
回
目 

８
月
２６
日
（
水
） 

 
 

 

２
回
目 

９
月
９
日
（
水
） 

い
ず
れ
も
講
座
終
了
後 

皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 

《
芸
能
部
員
名
簿
》 

 
 

進 

藤 

素 

之 

８
班
３６
期 

 
 

土 

井 

晃 
 
 

５
班
３７
期 

【
文
化
部
ニ
ュ
ー
ス
】 

 

文
化
部
部
長 

 
 
 

滝
口 

明
弘
（
６
班
３６
期
） 

         

新
体
制
で
の
最
初
の
編
集
会
議
を
５

月
２０
日
（
水
）
実
施
。
昨
年
の
活
動
を
紹

介
し
た
後
、
今
年
度
の
業
務
計
画
に
つ
い

て
打
合
せ
を
行
な
い
ま
し
た
。 

◆
「
O

B
会
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
行 

第
４２
号
は
７
月
発
行
。
原
稿
入
力
か
ら

始
め
て
、
日
程
的
に
短
く
厳
し
い
の
で
全

員
で
編
集
・
校
正
作
業
を
集
中
的
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
初
体

験
な
の
で
非
常
に
戸
惑
い
な
が
ら
の
作

業
で
し
た
。
今
回
号
の
内
容
は
各
部
会
の

事
業
計
画
の
紹
介
を
中
心
に
編
集
し
て

い
ま
す
。
次
回
（
第
４３
号
）
の
１１
月
講

座
日
発
行
に
向
け
て
は
、
部
員
全
員
で
情

報
収
集
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

◆
「
き
ず
な
O

B
」
の
発
行
計
画 

例
年
通
り
、
翌
年
の
３
月
発
行
と
し
ま

し
た
。
投
稿
案
内
文
書
を
７
月
の
講
座
日

に
全
会
員
に
配
布
、
投
稿
締
切
は
１２
月
に

設
定
し
、
早
め
の
編
集
・
校
正
作
業
の
計

画
を
立
て
ま
し
た
。 

 
 

 
 

《
文
化
部
員
名
簿
》 

 
 

滝
口 

明
弘 

 

６
班
３６
期 

 
 

土
居 

光
子 
 

７
班
３６
期 

 
 

永
井 

正
剛 
 

７
班
３７
期 

 
 

権
藤 

修
身 

 

７
班
３７
期 

 
 

山
脇 

節
恵 

 

７
班
３７
期 

 
 

田
中 

美
代
子 

８
班
３７
期 

 
 

岩
崎 

多
賀
子 

５
班
３７
期 

 

【
サ
ー
ク
ル
活
動
だ
よ
り
】 
  

 

ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル 

 
 

 

中
川 

清
秀 

６
班
３７
期 

ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル
は
平
成
２３
年

９
月
同
好
会
と
し
て
発
足
２
年
後
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル
と
し
て
生
ま
れ
代
り

ま
し
た
。
こ
の
度
、
広
島
市
老
人
大
学
院

O

B
と
し
て
認
定
し
て
戴
き
ま
し
た
。 

当
初
３２
名
応
募
が
有
り
２６
名
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
プ
ロ
の
講
師
に
依
頼
す

る
と
月
千
円
の
会
費
で
は
運
営
出
来
ず
、

初
代
代
表
が
講
師
で
練
習
に
励
ん
で
き

ま
し
た
。
代
表
が
変
わ
る
こ
と
に
な
り
視

聴
覚
を
取
り
入
れ
本
を
教
材
に
決
め
教

科
書
の
楽
譜
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
音

楽
フ
ァ
イ
ル
を
音
源
と
し
て
教
室
で
練

習
し
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

C

D
も
活
用
。 

常
々
、
講
師
を
探
し
て
い
た
の
で
す
が

36
期
生
の
浅
井
さ
ん
に
非
常
に
良
い
人

を
見
つ
け
て
貰
い
、
城
埼
先
生
に
就
任
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

先
生
は
真
面
目
で
熱
心
で
ユ
ー
モ
ア

が
あ
り
反
面
厳
し
く
ご
指
導
戴
き
、
楽
し

く
受
講
し
て
い
ま
す
。
徐
々
に
上
達
し
て

大
学
祭
が
楽
し
み
で
す
。 

 

訃 
 

報 

３
班
２６
期 

梶
岡 

豊   

様
（
９０
歳
） 

平
成
２７
年
４
月
２２
日 

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た 

６
班
３７
期 

栁
澤 

正
平 

様
（
７６
歳
） 

 
 
 

平
成
２７
年
５
月
４
日 

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た 

会
員
一
同 

謹
ん
で
お
悔
や
み 

申
し
上
げ
ま
す 

      

Ｏ
Ｂ
会
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
趣
味
の
芸

能
発
表
会
」
が
、
６
月
に
入
り
実
行
委
員

会
が
結
成
さ
れ
、
臨
戦
活
動
モ
ー
ド
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

対
す
る
我
が
文
化
部
の
「
き
ず
な
Ｏ
Ｂ
」 

は
静
か
な
ス
タ
ー
ト
の
準
備
に
入
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

は
、
今
か
ら
投
稿
す
る
テ
ー
マ
を
決
め
、

原
稿
一
枚
程
度
の
粗
書
き
を
し
て
頂
け

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
芸
能
発
表
が
終
れ
ば
読
書
の

秋
・
芸
術
の
秋
、
秋
の
夜
長
を
利
用
し
て
、

原
稿
の
推
敲
を
重
ね
練
り
廻
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
１２
月
に
は
会
員
の
方

か
ら
の
幅
広
い
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
 

文
化
部
員 

一
同 

  

編 

集 

後 

記 

第 22 回 芸能発表会の一場面 


